
　
　
知
っ
て
安
心
、
介
護
と
お
金
の
話

　
「
介
護
に
か
か
る
お
金
」
は
、
経
済
的
に
も

大
き
な
問
題
で
す
。
そ
の
費
用
は
、
介
護
に

必
要
な
本
人
の
お
金
を
、
充
て
る
こ
と
を
基

本
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

長
期
化
し
が
ち
な
介
護
だ
か
ら
こ
そ
、
使

え
る
制
度
や
自
治
体
の
サ
ー
ビ
ス
、
費
用
や

料
金
に
つ
い
て
も
知
識
を
深
め
て
お
く
こ
と

で
備
え
に
な
り
ま
す
。

①
介
護
費
用
、
い
く
ら
か
か
る
の
？

　

民
間
の
調
査
で
は
、
表
１
の
よ
う
な
介
護

の
期
間
や
費
用
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
ま
ず

介
護
保
険
の
申
請
を
し
ま
す
。
介
護
保
険
は
、

介
護
度
（
要
支
援
１
～
要
介
護
５
）
に
よ
り
、

１
か
月
あ
た
り
の
利
用
限
度
額
が
決
ま
っ
て

お
り
本
人
負
担
額
は
、
所
得
に
応
じ
て
１
～

２
割
に
。
ま
た
、
福
祉
用
具
等
の
ベ
ッ
ド
や
車

い
す
は
、
レ
ン
タ
ル
す
る
こ
と
で
介
護
費
用

の
節
約
に
な
り
ま
す
。

　

他
に
も
介
護
保
険
外
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、

自
治
体
や
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

社
会
福
祉
協
議
会
や
民
間
事
業
者
等
の
配
食

サ
ー
ビ
ス
や
買
い
物
送
迎
、
個
別
宅
配
と
様
々

な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。
う
ま

く
活
用
し
な
が
ら
在
宅
生
活
を
支
え
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　

親
族
間
で
の
ト
ラ
ブ
ル
回
避
に
は
収
支
を

記
録
し
た
り
、
領
収
書
を
保
存
し
て
お
く	

｢

介
護
家
計
簿
」
の
作
成
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

親
の
年
金
収
入
が
低
く
、
貯
蓄
も
な
く
、

子
ど
も
の
援
助
が
困
難
な
場
合
に
は
、
生
活

保
護
の
申
請
と
い
う
方
法
も
あ
り
ま
す
。

②
入
院
に
備
え
て

　

突
然
の
入
院
は
、
誰
も
が
困
惑
し
ま
す
。

入
院
時
に
は
「
入
院
保
証
金
」
と
し
て
５
～

10
万
円
程
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
万
が
一
に
備

え
て
、
本
人
の
通
帳
や
印
鑑
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
の
保
管
場
所
や
暗
証
番
号
等
を
確
認
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

③ 

施
設
費
用
は
、
資
金
計
画
が
大
事

　

在
宅
介
護
の
先
に
、
施
設
入
居
を
選
択
肢

と
し
て
考
え
て
お
く
こ
と
は
大
切
で
す
。
最

近
は
、
高
齢
者
向
け
施
設
の
種
類
も
多
く
、

入
居
条
件
、
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
や
目
的
、
費

用
や
料
金
に
様
々
な
違
い
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
そ
の
特
徴
を
理
解
し
、
本
人
の

思
い
に
添
え
る
施
設
選
び
に
し
た
い
も
の

で
す
。
施
設
費
用
に
は
１
０
０
歳
ま
で
生

き
る
こ
と
を
想
定
し
、
無
理
の
な
い
資
金

計
画
を
立
て
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

④ 

介
護
離
職
し
な
い
た
め
に 

　

働
き
な
が
ら
介
護
を
続
け
る
こ
と
は
、

と
て
も
大
変
な
こ
と
で
す
。
し
か
し
仕
事

を
辞
め
た
ら
、
そ
の
後
の
生
活
や
長
い
自

身
の
人
生
設
計
や
将
来
の
年
金
額
等
、
経

済
的
に
ど
う
な
る
の
か
も
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

　
育
児・介
護
休
業
制
度（
＊
）が
改
正
さ
れ
、

２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
８
月
に
は
雇
用

保
険
か
ら
出
る
給
付
金
が
、休
業
前
の
賃
金

（
収
入
）
の
40
％
か
ら
67
％
へ
引
き
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
翌
年
１
月
よ
り
介
護

休
業(

通
算
93
日)

は
３
回
ま
で
分
割
取
得

が
で
き
、
サ
ー
ビ
ス
の
契
約
や
施
設
探
し

に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

介
護
休
業
だ
け
で
な
く
、
有
給
休
暇
、

介
護
休
暇(

半
日
単
位
で
対
象
家
族
１
人

一
年
に
付
き
５
日
／
２
人
以
上
な
ら
10
日

取
得
が
可
能)
も
上
手
に
利
用
し
な
が
ら
、

慎
重
に
考
え
、
仕
事
を
辞
め
ず
に
介
護
で

き
る
体
制
を
築
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

�

（
川
村
）

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
超
高
齢
化
社
会
を
歩

む
福
祉
国
家
で
す
。
福
祉
は
社
会
（
国
民

一
人
ひ
と
り
）
が
支
え
る
と
い
う
理
念
で
、

児
童
、高
齢
者
、障
が
い
者
、在
住
外
国
人
、

す
べ
て
の
人
へ
向
け
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が

あ
り
ま
す
。

　

福
祉
税
率
は
高
い
の
で
す
が
、
国
民
の

満
足
度
が
高
く
、
予
算
を
支
え
る
上
で
女

性
は
大
き
な
労
働
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

働
き
や
す
い
環
境
と
制
度
で
、
女
性
も
生

涯
働
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
細
や
か
で
行

き
届
い
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
実
現
の
た
め
、

女
性
の
視
点
や
思
考
も
活
か
さ
れ
ま
す
。

し
か
も
女
性
の
活
躍
に
よ
り
国
の
経
済
力

が
高
ま
り
、
出
生
率
が
上
昇
、
超
高
齢
化

の
速
度
は
鈍
化
し
ま
し
た
。

　

財
政
は
年
々
厳
し
く
、
効
率
的
な
民

間
活
用
も
模
索
さ
れ
ま
し
た
が
、
直
近

２
０
１
４
年
の
選
挙
で
は
、
国
民
は
高
負

担
で
も
国
が
高
福
祉
に
責
任
を
持
つ
道
を

選
択
し
ま
し
た
。�

（
桑
山
）

制
度
を
支
え
る
理
念

～
福
祉
先
進
国
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
場
合
～

※

介
護
保
険
の
自
己
負
担
分
を
含
む
。
住
宅
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
介
護
ベ
ッ
ド
購
入
等
の

一
時
費
用
は
含
ま
な
い

期間
平均４年11か月

費用（月額）
平均月7.9万円

生命保険文化センター2015年度調査を基に作成

なし
5.2不明

14.1
1年未満
12

1～２年未満
11.6

14.5
3～4年未満

2～3年未満
14.2

4～10年未満
29.9

10年以上
15.9

不明 1.9

5万円未満
30.2

5～10万円
未満 20.9

10～15万円
未満 13.2

15万円以上
16.4 ％％

表 1　介護の実態

コラム＊
介
護
休
業
制
度
と
は
？

　
働
く
人
々
が
家
族
を
介
護
す
る
た
め
に
、
一
定
の

期
間
休
業
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
。
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
体
制
を
整
え
た
り
、
施
設
探
し
や
契
約
等
、
仕

事
と
介
護
を
両
立
す
る
た
め
の
準
備
期
間
と
い
う
位

置
づ
け
。

手を組めば新しい風

私自身も介護となると、遠距離介護にダブルケアになりそうです。無理せず、両親を支える方法を知ることができました。普段の電話大事ですね。
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